


●健苗の育成に

●生育促進に

●果実の肥大促進と品質の向上に

●収穫期間の延長に

………・効果があります。

●２００倍以上にうすめて施肥してください。

●石灰硫黄合剤と混用すると有毒ガスが発生する恐れが
　 ありますので混用は行わないでください。

●原液あるいは濃度の高い液肥を直接葉にかけないよう
 　注意してください。


